
　　　　　　　　　地域の協力で支えられる在宅医療

在宅医療廃棄物の取扱いガイド
2008（平成20）年3月
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在宅医療

在宅医療の進展に伴い、家庭からも在宅医療で使った材料などが排出されるようになっています。

これらの廃棄物は、きちんとした取扱いをすれば十分、安全なものですが、必要以上に危険な

ものと捉えられがちです。

在宅医療廃棄物を安全に取扱うためには、まず、医療関係者に加えて、患者や家族が正しい取扱

いを行うことが必要です。現在、多くの患者や家族、訪問看護師などがその排出で困っています。

自分には在宅医療は関係ないと思っていませんか？

家族やあなたの身近な方も、いつ在宅医療を受けるようになるかわかりません。

医療のしくみからも、在宅医療は今後ますます増えていきます。

医療関係者以外の関係者の方にも、在宅医療と廃棄物、感染の予防などについて、正しい

理解をもっていただき、在宅医療を受けている患者やその家族の助けになってください。

》日本医師会



はじめに

　近年の医療の進歩は目覚しく、特にディスポーザブル製品の開発と進歩は感染予防に

大きく貢献してきました。また、在宅医療は、インスリン自己注射が診療報酬上認められて

以来、その適応範囲の拡大や国の医療費抑制政策により、今後益々増加が予想されて

おります。一般家庭から発生する在宅医療廃棄物の適正な処理方法の確立は、関係者の

喫緊の課題となっています。

　本冊子は、誰もが安心して在宅医療が受けられるように、在宅医療廃棄物の適正な処理に

ついてのガイドを、環境省の協力もいただき、日本医師会が作成したものです。在宅医療に

携わる医師、看護師、患者・その家族はもとより、地域医療を支える各医師会の関係者、在

宅医療廃棄物の受入れ先となる市町村関係者の皆様にもお読みいただき、在宅医療患者の

悩みを理解するとともにその解決に向けた検討資料として活用いただけるなら幸いです。

社団法人日本医師会

■廃棄物からの感染予防について

　環境省の調査によると、一般的に、在宅医療廃棄物には感染の危険性がある、という認識が広くある

ようですが、実際には、多くのものが感染の可能性はほとんどなく、また、たとえその可能性があったと

しても、きちんとした対策を講ずれば問題ないものが多いのです。

　　　　　　　　　感染予防の考え方（標準予防策：スタンダードブリコーション）

　標準予防策とは、CDC（米国疾病予防管理センター）で提唱された医療における感染予防の原

則です。これは、

1．感染の可能性があるもの（血液など）には触れない、

2．触れる可能性がある場合は、防護具（手袋など）を用いる、

3．もし触れてしまったら、手洗いなどの対策を行う、というものです。

この考え方は医療の廃棄物についても応用されます。鋭利でないもの1よ血液の付着などあっても

ポリ袋などに入れて縛る。鋭利なものは、プラスチック容器類に入れて遮断するなどの衛生的処理を

するというものです。

　　　　　廃棄物からの感染予防（標準予防策）

主な対象は、B型肝炎、C型肝炎、エイズなど血液由来のウイルス感染症
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（CDC：米国疾病予防管理センター）
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在宅医療廃棄物は、大きく次の3つに分けられます。

1．鋭利でないもの（注射針以外）

n．鋭利であるが安全なしくみをもつもの（ペン型自己注射針）

皿鋭利なもの（医療用注射針、点滴i計）

i縫熊蜘，

O往診／患者の求めに応じて、患者宅で診療を行うもの。疾患に制約はないが、急性疾患が多い。

診療一………通常の診断・治療とほぼ同じ
主な治療法・…………急な高熱など急性疾患に対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oo
発生する主な廃棄物…医療用注射器や針など（※1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口口口口（1、皿が発生）ゆIIIは医師などが持ち帰ります。（※1：5ページのQ＆Aの6で解説します。）

○訪問診療／医師の判断により、定期的に患者宅で診察を行うもの。

O訪問看護／訪問看護師などにより、定期的に患者宅で診療の補助看護を行うもの。

診　　療一……・…病状が安定している患者のその後の主として生命・生活維持を行い、QOLの向上を

　　　　　　　　　　目指す医療

主な療法………・・…在宅人工呼吸法、経管などの栄養法、寝たきり患者処置など生活維持中心の療法

発生する主な廃棄物・・医療用注射器や針、栄養剤バッグ、チューブ類、カテーテル類、栄養剤注入器など

　　　　　　　　　　（1、皿のうち、一部に皿が発生）ゆ皿は医師などが持ち帰ります。
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栄養剤バッグ　　　チューブ類　　カテーテル類　　栄養剤注入器
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自
ら
自
宅
で
治
療
を
行
う
も
の

O在宅自己療法／医師の指導により受けた処方で自ら材料を入手し、療法を患者・家族が自ら行うもの。

診療・………・…診断と治療は決定し、病状は安定した状態。その後の主として生活維持を行い、

　　　　　　　　　　QOLの向上を目指す医療
主な療法………・…インスリン自己注射、在宅自己腹膜灌流（CAPD）、在宅酸素療法など生活維持中心の療法

発生する主な廃棄物…インスリン自己注射関連製品、CAPD関連製品など

　　　　　　　　　　（1、■が発生）（※2：6ページのQ＆Aの7で解説します。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奪？〈例〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　　　　　巨璽國園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

CAPDバ・ソグ・

チューブ類

ペン型自己注射　　自己穿刺針（※2）ペン型自己

カートリ・ソジ　　　　　　　　　注射針（※2／在宅自己腹膜灌流（CAPD）
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在宅医療廃棄物は、次の3つに分類されます。

1．鋭利でないもの（注射針以外）…・……………・……・・　　　一下の表を参照してくださし、。

n．鋭利であるが安全なしくみをもつもの（ペン型自己注射針）・…6ページのQ＆への7を参照してください。

皿．鋭利なもの（医療用注射針、点滴針）一……………・一5ページのQ＆Aの6を参照してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皿は医師などが持ち帰ります。）

※印の項目は、市町村によって収集処理方法が異なりますのでご注意ください。
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在宅医療廃棄物の分類

…

●プラスチック類

バッグ類　：輸液、蓄尿、ストーマ（人工肛門）、CAPD、

　　　　　　栄養剤など各種バッグ

　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　栄養剤バ・ソグ　　　　ストーマ袋　　　　CAPDバ・ソグ

チューブ類　：吸引チューブ、輸液ライン、

　　　　　　CAPDチューブなど各種チューブ
　　　　　　※針が付いている場合、切り離して針以外の部分を排出します。

カテーテル類：導尿カテーテル他（面皰ど体潮汐量付着する船胴じ扱いで祝）

その他

　　チューブ類　　　　　　カテーテル類

注射筒（ペン型自己注射カートリ、ソジ）

ペン型自己注射
カートリッジ

経管栄養などの注入器

ヨ　　ロ　　む　ヨ　ロビコ

I　I　h　h　h　l　u
栄養剤注入器

※針は付きません

感染の可能性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
●布、紙類　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ガーゼ類、脱脂綿類、紙おむつ類（血漁ど体液が少量付着する場合も同じ扱し・で塩）i

感染の可能性

　　なし

●ビン類、缶類

栄養剤容器、点滴ボトルなど

」、

き

i感染の可能性

1　なし

l　IL鋭利であるが安全なしくみをもつもの（ペン型自己注射針）ゆ6ページのQ＆Aの7、 皿鋭利なもの

3




